































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































故 、臨終一念 夕、大般涅槃を超証す。かるがゆえに 便同というなり」 いっている。
五五
「かく
の如きの三病は、世の中の極重」で、
おこ
最高
至
上
の
さ
と
り）
を発さ」
あのくたらさんみやくさんぼだい
「難治の機」（這蜘鐸豆梵）に仏がよく「阿褥多羅三説三菩提心
（を
求め、向かう心
いま大
聖
（麟）の直ハ説によるに、難化の三機、
念仏の衆生は、
難治の三病は、
大悲の
『涅槃経』によると世の悪人は次の三人に極まる
と
横超の金剛心を窮
む
るが
のく阿閣世の無明の黒蘭を徐々に開いてゆかれるのである。
このとき阿闇世王が世尊に告げた言葉はこうであった。
、、、、、、、、、よろこびを生ぜしめることなどを説くと、
世尊は、
いらんし
せんだんじゅ
「世尊よ、
我れ世問を見るに伊蘭子より伊聞樹を生ず、
伊蘭より栴檀樹を生ずる者を
あのくた
らさんみやくさんぽだい
ごんいんねん
ぜんう
阿褥多羅三説三菩提の近因縁は苦婆のような善友にまさるものはないとし、
罪の應識におの
ならしめるように、
、、、、、
衆生をして善心を開敷せしめること、
よるこび
月の光がすべての路行く人の心に歓喜を生ぜしめるように、
涅槃道を修習するものに
ヽヽ
みそな
悲は「衆生の善心ある者を観わす、
、、、、、
、、、、、、
もし善心あればすなわち慈念したまう」こと、
月愛三昧は、
うば
らけ
かいふ
たとえば月の光が優鉢羅華（謬門）を開敷し鮮明
える。
それでも世尊の心をはかりかねる王に香婆は、
父母の心は平等でないわけではないが病める子に対して心がひとえに重いこと、
仏の大慈
哲学・思想学系論集
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これ
れんみん
これ
こうあい
弘誓を憑み、
利他の信海に帰すれば、
斯を衿哀（翠》）して治し、
斯を憐惣して療したまう」として
い
るから、
この間の『涅槃経』の引用は、
他力
びんばしやら
あじゃせおう
の
信によって極悪難治の機の病いが治
療される具体例と解され
る。
そこでは、
父の頻婆沙羅王を殺害するという五逆の重罪を犯した阿闇世王が
、、、、ヽ
あきらか
仏の導きによって「無根の信」を
得、
「悪心を破壊」して、
ついに、
「世尊よ、
もし我れ審によく衆生のもろもろの悪心を破壊せ
ば、
たとひ
我れ常に阿鼻地獄に在りて、
無量
劫（頭和誌｛謬闘巴〗！）
の中に諸の衆生のために大苦悩を受くとも、
以て苦となさず」と、
まさに驚天動地の告いだいけ
けねつ
阿闇世は父殺害に対する悔恨から侮熱を
生じ、
身体中に生じた癒の悪臭は人の近づくのを許
さないほどであった。
母后の菰提希は種々の薬を
塗布するが、
その癒はふえこそすれへることはない
。こ
の癒は心から生じて
四大から起ったものでないとし、
地獄の果報の近づくのを覚悟した
ぎば
王に、
六師外道は地獄など誰も見た者はなく、
そも
そも愁苦は無用である等と説くが、
王は心に納得しな
い。
こ
の時、
大医の習婆だけは、
「王
じゅうけ
ざんき
びやつぼう
は罪を作るとはいえ生に重悔を生じて衛愧をいだい
ている。
大王、
諸仏世尊はつねに説ぎたまう、
二つ
の白法あり、
よく衆生を救う。
一には
しつだった
断、
二には愧であると。
……王は誰も治す
る者はないといわれるが
浄飯王の子、
悉達多だけが救
い主であ
り、
大良医である」と勧める。
そこ
びんばしやら
びんばしゃら
まさ
ヘ父頻婆沙羅の霊までが出てきて、
「大王、
吾れは是れ汝の父頻波沙羅なり。
汝はいま当に者婆の所説に随うべし、
邪見六臣の言に随うことな
もんせつ
かれ」と、声のみ空中 聞えたとき阿闇世は悶絶し にたおれる。
がつあいさんまい
しようりよう
この時、
世尊は「月愛三昧」に入って大光明を放つので
ある。
その光は清涼で闇王の身の癒がまず癒える。不思議の思い
をいだいて間う王
香婆は王がさきに世に身心 療治する良医などないと言われ
たから、
この光を放って先ず王の身を治して、
然る後に心に及ぼ
されるのだと答
白を五逆の罪人がする 至るのである。
筑波大学
五六
が目白押しに並んでいるのである。
五七
―つには『歎異抄』に「善き心のおこるも宿業の催す故な
、、、、
見ず。牧れ
いまはじめて伊闇子より栴檀樹を生ずるを見る。伊聞子とは我が身これなり。栴檀樹とはすなわちこれ我が心の無根の信なり。鋪根はじめ
くぎよう
なづ
もうあ
ささ
あ
とは、我れ初より如来を恭敬することを知
らず、
法・僧を伍ぜず
、
これを無根と名く。
世尊よ、我れもし如来世尊に遇わずんば、当に無景・阿
そうぎ
こぅ
あ
僧祇劫
（
麟ば丘誌圧疇竺[)において、大地獄に在りて無醤の苦を受くべし。我れいま仏
を見たてま
つる。
この見仏所得の功徳を以て、衆／の煩
はえ
悩悪心を破壊す」と。仏は言う、「大王、善い哉。我れ
今、
汝必ず能＜衆生の悪心を破壊することを知れり」。そこで阿闇世は、
この話の冒頭に
、、、、
述べた告白—|衆生の悪心を破壊しうるなら牧が身は無量劫に阿鼻地獄で苫悩を受けても料と思わ
ないという||｀をする。これこそ転悪成善の
、、、、
、、
益であり、常行大悲の益であり、至徳H否上の益であ といわなければならないのであ
る。
、、、、、
『歎異抄』に限らず、
従来浄土教を沿る人はともすれぼ罪悪ゃ悪
に対して無感覚になっ
て
い
た
と思う。悪心を破壊した阿闇世王はこの時ただ
ち
に
皇玉誓是‘ぃ
と
度衆応心
（
窪鐸譴誌）
をおこ
し
たの
だとされている。これを親鷺は「一切の病を療
する」
まお
（信巻）
。ま
た行巻の末に親鸞は、「敬うて一切の往生人等に白さく、弘誓一乗面は、無凝・無辺•最勝・深妙・不可説・不可称・不可息
謡の至徳を成就し
たまえり」といっ
たあ
とに「悲願は喩えば」として二十八条の比喩を出している。その中
には「善見薬王の如し、よく一切煩
むみよう
よろい
悩の病を破するが故に、なお
し利剣の如し、能く一切僑慢の錯を断つが故に、••…•なおし利鋸の如し、能く一切無明の樹を餃る
が故に…·:」等
こがね
もんるい
げんたん
また同じ行巻には宗暁の『楽邦文類』を引いて
、「
還丹の一粒は鉄を変じて金と成す。頁岬の
l
言は悪業
『歎異抄』がこうした親磁の思和心にひとつも気づいていないことは明らかであろう。
はじめに述べたように、明治以後の知識人は西洋的
な感覚で親鸞
に近づいたのであった。筆者に何よりも遺憾に思われたのは、そ に仏弟子
、、、、、、、、としての親鸞の姿がどこにも見えないことであった。そうかといって他方既成の教団にも親鸞を真面目に慕う気持はなかった。親甕の『悲歎述
げぎ
げどう
ききよう
良時吉日えらばしめ」といい、「外俵は仏教のすがたにて
内心外道に帰敬せり
」といって、鬼神（直
）
に
魂
を
売り渡していることを歎いたにもかかわら
ず、直系を誇る東本願寺でさえ京都の烏丸通り面した鬼門（疇北）を削ってきたのであった。
筆者は小論のなかでとりわけ『歎異
抄』を批判し
た。これの
害を取り除かなければ仏弟子親鸞の真意は見えてこないと信じたからであ
る。
本文のなかでは述べなかったが、浄土教を運命随順の教えだとする森氏
の
説も
、
明治以降の親鸞像の再検討
懐』のなかに 「かなしきかなや道俗、、、、を転じて善業と成す」と言っているである
「本願醍醐の妙薬」に比しているの
てきたその光背を森氏はひと思いに剥ぎとって、哲学者や倫埋学者や宗教学者や、
それに評論家、
作家までが、
なかったのも大きな手ぬかりであったといってよい。
「浄土教は、
この世での救い
筑波大学
哲学・思想学系論集
せは
から
こしようにん
おうせ
うのけ
ひつじのけ
さき
り、
悪事の思はれ為らるるも悪業の計ふゆえなり。
故聖人と仰には、
兎毛・
羊毛の端に居る塵ばかりも、
造
る罪の宿業にあらずといふことな
宿命説が森氏に「自然必然の法則に抵抗する私意のはからいを否定」する＾親鸞・荘子同一哲学説＞を唱えさせ、
『歎異抄』のこの
しと知るべし、
と候ひき
」と述べているのに大い
に関係があることにひとはすでに気づいてお
ら
れることであろう。
まことにこの語の通り
であ
るならば、
仏教の業説は宿命論と変りがなく、
人間は転石と同じくなんの自由も責任もない唯物的存在
となり終
るであろう。
や悟りを求めのではなく、
これを死後の浄土に求める」＾死の肯定説＞を主
張させ、
あるいは少なくともそうした説
に理論的・心理的根拠を供
し であった。
大謬の元凶は『歎異抄』であり、
この宿命説は仏教本来の業説に
す
らも悴 謬説であるが、
仏教学者が誰
一人その非を鳴らさ
、、
、
筆者は森説の批評に多くの頁を割いたが、
それは明治以来の『歎異抄』公害の総決算的な意味をその中に認めたからにほかな
ら
な
い
。通
常、
『歎異抄』には深遠な宗教的真理が蔵されているかの如く見せかけもし説きもし
『歎異抄』の真理は、
実を言えば、
死の肯定であり、
自然必然の法則に抵抗する私意のはから
すつば
ぬ
いを棄てることにほかならない その無力な一面を最も単刀直入に素破抜いた観がある。
仏教にとっ
て発心の鍵ともなるもっとも重要な善への
意志を『歎異抄』が麻痺させてきたことから言え
ば、
森氏の論は怪我の功名
とも言えるものであった。
筆者は、
親鸞は何
よりも親鸞の畢生の事
業たる遺著から見直されるべきであると信じ、
またその
ことを試みた。
た書物だったのである。
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『歎異抄』は罪業惑に深いがごとく見えて、
実は罪悪感を最も麻痺させ
〔追記〕小論の目的は、
森氏の浄土教解釈の誤りを指摘すること
もさることながら、
より根本的には、
氏の解釈の背後にある『歎異抄』が近
代日本の知識人の
宗教観を誤らせた問題の需であることを明らかにすることにあった
。
じね
ん
そうは言っても森氏の説も極端で、
浄土教文献に見える「自然」の語
の意義を無限に拡大して、
親鸞の思想は荘子の運命随順の思想と同一であると
し、
果ては阿弥陀仏を「死の象徴」であると言い、
清沢満之の「如来の本体は天命である」という言葉にまで同調されるに至った。
これらは仏教の本義からは
およそ許されない手前勝手な先生の思いつきであろう。
想い起すと、
昨年の春、
元京都大学人文科学研究所長で中国仏教史学の草分けの大学者であ
り、
筆者も多大の学恩を蒙った故塚本善隆博士の、
知恩院女
子短期大学での葬儀に列席しての帰途、
久々に横超愁日先生（同じく中国仏教史学の碩学）にお会いした。
先生もかねて森先生の『老子
・荘子』（講談社、
五八
そくよん
人類の知的遺産
5)の中の浄土教観は余りに
も
非道いと不満を漏らされていた由を仄聞していた筆者は、
好機到来とばかり早速先生にこの件についてご
意見を求めると、
先生は「誰も森さんの説を本気 する人はないでしょう
」
と一笑された。
まことにそうであるならば問題はない。
しかし、
世の中には浄
土教に関して十分
な知識をもっている人ばかりではないし、
森先生の本もどちらかといえば青少年や初心者向けのシリーズの中の一冊であることを考える
と、
たいへん森先生には失礼な言い方ではあるが、
先生の説は思いつきにせよ余りにも無責任な放言であると言ってよかろう。
ところで、
森氏の説は明らかに『歎異抄』に椋を発する点が多い。
筆者によれば、
この書は明ら
かに浄土教の伝統に違反してい
る。
小論の中で鍮者が森
説批判の半ばで『歎異抄』批評に移行したのは、
後者を行ってはじめて森説の誤りを十分に指摘しうると考えたからである。
さぜ
ん
さて、『歎異抄』の最大の問題点
は、
倫理的
・宗教的な精進努力を一概に「自力作善」の名のもとに卑しめ、
専ら「他力」を宜伝した点にある。
しかし、
これは『歎異抄』の著者の誤解であって、『平等覚経』の「悪と橋慢と蔽と僻怠のものは、
以て此の法を信ずること難し」（本論
集、
七三頁）は十分に熟読
玩味さ るべきである。
いず
れにしても、『歎異抄
』は余りにも善を疎外し、
悪を称拐しすきた。
東洋の伝統の美を解しえなくな
った
明治以後の知識人の
多くは、
まことに情ないことながら、『歎異抄』の逆説に罪れたのである。
そのせいか、
いまだに文部省検定済の高等学校の「倫理
・
社会」の教科書は必ずといっていいほど例外なく、
親鸞の浄土教を法然の
それ
か
ら区別して
『歎異抄』の「菩人なおもて往生を遂
ぐ、
いわんや悪人をや
」
から説いている。
内容の乏しい殺し文句に弱い日本人
の、
新奇なものに飛びつきやすい哲学
的体質を如実に示してい 典型的な一例といってよい。
人
々は『歎異抄』によって集団暗示（マス・サゼスショソ）にかけられたのである。
福永光司先生は学徒出陣の折、『荘子』一冊を携えられたという（朝日古典選『荘子』祓）が、
思えば筆者のそれは
一冊の『真宗聖典』であった。
筆者
が暗い灯火の下で味読し実践し理解したと信じた浄土経典や論・釈の精神は、
本論の趣旨とほぽ同じつもりである。
ただ甑者の考えは復員後も武内義範先
生の容れるところとならなかった。
むしろ、
冷やかに突き離された。
当時なお学生であった筆者の解釈に異常な関心を示されたのはただひとり故高坂正顕
しようよう
先生だけであった。
先生は早くそれを諭文にするように慾憑された。
が、
なお筆力の不足していた箪者はいつも途中で挫折したのである。
去春、
京大から筑波大学に非常勤で諧義に来て頂いた福永光司先生を伴って茨城県笠間市稲田にある親鸞聖人幽棲の地を訪れて感激を新たにした私は、
これを機に一気に小論をしたためた。
今は亡き高坂先生の温容を偲び、
地下の先生が筆者の今日までの怠慢を諒とされることを深く願いつつここに筆をお
く次第である。
明治以降の親鸞像の再検討
五九
